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『シラバスを活用して家庭学習の充実を！』 
七尾市立和倉小学校 

平素より，本校教育のため，温かいご支援とご協力をいただき誠にありがとうございます。 

さて，本校では，子ども達一人一人の学力向上に向け，様々な取組をしていますが，今年度は

「主体的にお互いに認め合う子をめざして」をテーマに，児童が自他を大切にしながら学習を進

めていく授業を目指していきたいと考えております。自分の考えを持ち，他と交流しながら学習

を進めていくことで，学習への興味関心が一層高まり、協働的な学習がより深い学びにつながる

と考えるからです。児童には「仲間と伝え合いながら深く考えていく学習」の楽しさをぜひ味わ

ってほしいと願っています。 

保護者の皆様には，一年間の授業内容の計画「シラバス」をお示ししました。子どもと学習に

ついて話し合う一助としていただければと思います。 

今年度も，ご家庭での温かいご支援をよろしくお願いします。

学校で子どもたちがどのようなことを

学ぶのか，その全体像を知っていただく

ことによって，学校と保護者の皆様が子

どもの学びを共有し，子どもの学習を支

援していくための資料です。

家庭学習を充実させるためには，子ど

も達の学習意欲をいかに引き出すかが，

何よりも重要となります。そして，自ら

学習に取り組むには，「面白いからやっ

てみよう」とか「大事だからやってみよ

う」という動機付けが何よりも大切で

す。そのためには，子どもたちに「これ

からどんなことを学ぶのか」という学習

の見通しと「どのように学べばよいか」

という学習方法が解っていることが『学

習意欲』につながっていきます。

「シラバス」が，子どもたちにとっては，学習

計画を立てたりするときの目安になり，また，保

護者の皆様にとりましても，子どもの学習活動の

内容を知ることに役に立てていただくことを期待

しております。 

ぜひ，「シラバス」を参考にして，子どもたち

の学習の様子を知っていただくとともに，それを

もとに，学習の内容についての会話等，ご家庭で

の温かいご支援をお願いいたします。

わかった！ 

調べてみたいな！ 

シラバスとは？

やる気 
学習意欲の向上を目指します 

学習の見通し 



月 単元名（学習すること） 時数 学習のねらい

到達目標

評価の方法

272

お
う
ち
の
人
へ

第１学年　国語科

七尾市立和倉小学校

１
学
期

4

・あさ③　　　　　　　　　　　　　・なんていおうかな②
・どんなおはなしかな②　　　　　　・どうぞよろしく③
・こえのおおきさどうするの①　　　・うたにあわせてあいうえお③
・ことばをつくろう② 16

　国語を適切に表現し，正確に理解す
る能力を育成し，伝え合う力を高める
とともに，思考力や想像力及び言語感
覚を養い，国語に対する関心を深め国
語を尊重する態度を育てる。

5

・えをみてはなそう②　　　　　　　　・かきとかぎ②
・あさのおひさま①　　　　　　　　　・はなのみち⑨
・ぶんをつくろう④　　　　　　　　　・ねことねっこ②
・わけをはなそう②　　　　　　　　　・おばさんとおばあさん②
・くちばし⑧

32

6

・おもちやとおもちゃ②　　　　　　　・おもいだして　はなそう③
・あいうえおで　あそぼう④　　　　　・おおきくなった⑥
・おむすびころりん⑥　　　　　　　　・たからものを　おしえよう
④
・はをへをつかおう③　　　　　　　　・すきなこと,　なあに④

32

7

・おおきなかぶ⑧
・ほんはともだち②
・こんなことを　したよ⑥ 16

・たぬきの糸車①/８
・ことばを　たのしもう②
・これは，なんでしょう④
・どうぶつの　赤ちゃん⑩
・にているかん字③
・だってだってのおばあさん④/８

（関心・意欲・態度）
国語に関心をもち，進んで学習したり読書
したりすることができる。
（聞く・話す能力）
 順序よく話したり，大事なことを 落とさ
ず聞いたりすることができる。
（書く能力）
 したことや思ったことを順序が分かるよう
に書くことができる。
（読む能力）
  順序や場面の様子，人物の気持ちを考え
ながら読むことができる。
（言語に関する知識・理解・技能）
平仮名・片仮名・漢字の読み書きができ，
文の中で適切に使うことができる。
文字の形・大きさ・筆順などに注意して書
くことができる。

10

・うみのかくれんぼ⑦/１０
・かずとかんじ⑤
・くじらぐも⑭
・しらせたいな，見せたいな⑥/１２ 32

11

・しらせたいな，見せたいな⑥/１２
・まちがいを　なおそう②
・かん字のはなし⑧
・ことばを　見つけよう②
・じどう車くらべ⑭

32

12

・かたかなを　かこう②
・まのいいりょうし①
・むかしばなしが　いっぱい③
・ともだちに，きいてみよう④
・日づけとよう日④
・ずうっと，ずっと，大すきだよ⑩

24

２
学
期

9

・いちねんせいのうた②
・なつやすみのことをはなそう⑤
・ひらがな　あつまれ②
・ゆうやけ⑩
・かたかなを　みつけよう②
・うみのかくれんぼ③/１０

24

　１年生は国語学習の入門期としてとても大事な時期です。平仮名・片仮名・漢字と１年の間にたくさ
んのことを習います。鉛筆の持ち方から始まり，正しい筆順や適切な字の大きさ，正確な表記など学校
の学習時間だけでは十分な定着は図れません。そこで，家庭学習にできるだけ目をとおして助言してあ
げてください。また，言葉や想像力の発達のために読書は大変有効です。読み聞かせや親子読書なども
いっしょにしてみてください。

24
学習時の態度・ノート・ワークシ ート
宿題の提出・読書の様子・ 発表，聞く
テスト
作文，日記，音読，単元テスト，書写
の態度な ど3

・だってだってのおばあさん④/８
・いいこといっぱい，一年生⑫

16

総授業時数

３
学
期

1

・てんとうむし②
・ものの名前⑥
・かたかなのかたち③
・てがみでしらせよう⑥
・たぬきの糸車⑦/８

24

2



月 単元名（学習すること） 時数 学習のねらい

到達目標

評価の方法

34

お
う
ち
の
人
へ

第１学年　国語科書写

七尾市立和倉小学校

１
学
期

4

・はじめのいっぽ②

2

（ア）姿勢や用具の持ち方を正しくし
て丁寧に書くこと。
（イ）点画の長短，接し方や交わり方
などに注意して，筆順に従って文字を
正しく書くこと。

5

・ひらがなをかこう④/8

4

6

・ひらがなをかこう④/8

4

7

・ひらがなだいすき②

2

・学んだことを生かしてかこう③

文字の形・大きさ・筆順などに注意し
て書くことができる。

10

・漢字をかこう④/8

4

11

・漢字をかこう④/8

4

12

・おはなしやぶんしょうをかこう③

3

２
学
期

9

・かたかなをかこう③

3

　１年生の児童は文字に対する関心が強く，書いてみたいという気持ちが高まっています。小学校で
は，確実な文字活用の力がつくように指導を行っていきます。興味・関心や意欲を  持続できるよう努
力をほめてください。家庭での学習のときも，書く姿勢や鉛筆の持ち方に気をつけるようにしてくださ
い。

3
書写をするときの姿勢，用具の持ち
方，作品，学習用具の準備など

3

・学んだことを生かしてかこう②

2

総授業時数

３
学
期

1

・おはなしやぶんしょうをかこう③

3

2



月 単元名（学習すること） 時数 学習のねらい

到達目標

評価の方法

136

お
う
ち
の
人
へ

第１学年　算数科

七尾市立和倉小学校

１
学
期

２
学
期

３
学
期

16

16

8

9

１１．たしざん③/14
１２．かたちあそび⑤
１３．ひきざん⑧/１４

１３．ひきざん⑥/１４
＊どんなけいさんになるかな②
１４．どちらがひろい①
＊けいさんぴらみっど②
＊おぼえているかな①

数量や図形についての算数的活動を通
して，基礎的な知識と技能を身に付
け，日常の事象について見通しをも
ち，筋道を立てて考える能力を育てる
ととも に，活動の楽しさや数理的な処
理のよさに気づき，進んで生活に生か
そうとする態度を育てる。

学習時の態度・ノート・プリント，宿
題の提出，作業や体験的な活動の様
子・発表・テストなど

（関心・意欲・態度）
数量や図形に親しみをもち，進
んで学習することができる。
（数学的な考え方）
具体的な操作活動を通して考え
ることができる。
（表現・処理）
基礎的な計算をすることができ
る。
（知識・理解）
数量や簡単な図形の意味がわか
る。

2

3

　１年生は，まず，生活の中のいろいろな数に慣れることが大切です。3学期までに１００ までの数を
習いますが，いろいろな場面でものの数がきちんと数えられるようになってほし いと思います。そし
て，1年生はたしざんやひきざんを習い，それを使えることにとても喜 びを感じています。無理に暗算
ですることや速くすることを強いず，指やものを使ってでも 正しく計算する力をつけていきたいと思い
ます。

4

5

6

7

１．なかまづくりとかず⑧/１１

１．なかまづくりとかず③/１１
＊こえにだしていおう①
２．なんばんめ②
３．いくつといくつ⑦
４．あわせていくつ ふえるといくつ③/７

４．あわせていくつ ふえるといくつ④/７
５．のこりはいくつ ちがいはいくつ⑧
６．１０よりおおきいかず④/９

６．１０よりおおきいかず⑤/９
７．なんじなんじはん②
＊おぼえているかな①

8

総授業時数

10

11

12

８．どちらがながい⑦
＊おぼえているかな①
９．３つのかずのけいさん④

１０．どちらがおおい④
＊おぼえているかな①
１１．たしざん⑪/１４

１５．おおきいかず③/１５
＊おぼえているかな①
１６．なんじなんぷん②
＊ビルをつくろう①
１７．ずをつかって かんがえよう⑤

１８．かたちづくり④
＊ばしょをあらわそう①
＊１ねんのふくしゅう③

12

12

8

12

16

16

12

1

１５．おおきいかず⑫/１５



月 単元名（学習すること） 時数 学習のねらい

到達目標

評価の方法

102

お
う
ち
の
人
へ

第１学年　生活科

七尾市立和倉小学校

１
学
期

4

すたあとぶっく
　・がっこうの せいかつ
　・はじめまして
　・たのしいがくしゅう
　・たのしいいちにち

6

　具体的な活動や体験を通して，自分
と身近な人々，社会及び自然とのかか
わりに関心をもち，自分自身や自分の
生活について考えさせるとともに，そ
の過程において生活上必要な習慣や技
能を身につけさせ，自立への基礎を養
う。5

がっこう だいすき
　・みんなでがっこうをあるこう
　・こうていをあるいてみよう
　・ともだちとがっこうをたんけんしよう
　・がっこうにいるひととなかよくなろう

12

6

がっこう だいすき
　・たんけんでみつけたことをはなそう
　・みんなでつうがくろをあるこう
　・きれいにさいてね

12

7

なつだ あそぼう
　・ みんなの こうえんで あそぼう
　・くさばなや むしを さがそう
　・みずで あそぼう

6

ふゆを たのしもう
　・ふゆをさがそう・ふゆのこうえんにいこう
　・そとで あそぼう・ゆきやこおりで あそぼう

（関心・意欲・態度）
自分と身近な人々や地域・自然との関
わりに関心をもつことができる。
（思考・表現）
自分自身や自分の生活について考え，
気づいたことを表現することができ
る。
（身近な環境や自分についての気づ
き）
身近な環境や自分の生活に気づき，工
夫して楽しくしたりすることができ
る。

10

つくろうあそぼう
　・おもちゃをつくろう・みんなで あそぼう
　・いっしょにあそぼう
　・みんなでどうぶつをかおう

12

11

たのしいあきいっぱい
　・こうえんであきをさがそう
　・はっぱやみで あそぼう 12

12

じぶんでできるよ
　・じぶんのいちにちをみつめよう

9

２
学
期

9

いきものとなかよし
　・むしを さがそう
　・むしと なかよく なろう
　・みつけたあきをしょうかいしよう

9

　生活科は，身近な人や社会，自然とかかわる活動や体験をもとに自立の基礎を培う学習です。学校で
体験したこともおうちで体験したことも全て学習にかかわってきます。自然や社会に触れる経験をでき
るだけ多くさせてください。

9
授業中の活動の様子，発言，つぶや
き，いろいろなことに関する気づき，
発言，感想，絵・作文，評価カードな
ど

3

もうすぐ２ねんせい
　・いちねんかんをふりかえろう
　・あたらしい １ねんせいをしょうたいしよう
　・もうすぐ ２ねんせい

6

総授業時数

３
学
期

1

じぶんでできるよ
　・じぶんで できる ことを しよう
　・これからもつづけよう 9

2



月 単元名（学習すること） 時数 学習のねらい

到達目標

評価の方法

68

お
う
ち
の
人
へ

第１学年　音楽科

七尾市立和倉小学校

１
学
期

4

おんがくにあわせて

4

　表現及び鑑賞の活動を通して，音楽
を愛好する心情と音楽に対する感性を
育てるとともに，音楽活動の基礎的な
能力を培い，豊かな情操を養う，

5

おんがくにあわせて

8

6

リズムとなかよし

8

7

リズムとなかよし
にっぽんのうたみんなのうた

4

ようすをおんがくで

（関心・意欲・態度）
楽しく表現したり，聴いたりすること
ができる。

（音楽的な感受や表現の工夫）
曲のよさや楽しさを感じ取り，工夫し
た表現をすることができる。

（表現の技能）
リズムやふしに気をつけて，楽器を演
奏したり歌を歌ったりすることができ
る。

（鑑賞の能力）
音楽を聴いて，そのよさや楽しさを感
じ取って聴くことができる。

10

こんにちは　けんばんハーモニカ
おとのスケッチ

8

11

いいおとみつけて
おとのスケッチ

8

12

おとでよびかけっこ

6

２
学
期

9

どれみとなかよし

6

　音楽では，ピアニカでいろいろな曲を演奏します。時々，家に持ち帰って練習することもあると思い
ます。上手になったらほめたり，さらにがんばるように励ましたりしてください。

6
学習時の態度，学習用具の準備，
身体表現の様子，楽器演奏の様子・表
情，歌唱の様子，音楽鑑賞の態度，鑑
賞後の感想など

3

ききあってあわせて
心をこめて　校歌・君が代

4

総授業時数

３
学
期

1

ようすをおんがくで

6

2



月 単元名（学習すること） 時数 学習のねらい

到達目標

評価の方法

68

お
う
ち
の
人
へ

第１学年　図工科

七尾市立和倉小学校

１
学
期

4

どんどんかくのはたのしいな
チョキチョキかざり

4

　表現及び鑑賞の活動を通して，つく
りだす喜びを味わうようにするととも
に，造形的な創造活動の基礎的な能力
を育て，豊かな情操を養う。

5

ねんどですなやつちとなかよし
いろいろなかたちのかみから

8

6

ひもひもねんど
せんせいあのね

8

7

おってたてたら

4

いっしょにおさんぽ
なにがでてくるかな！？

（関心・意欲・態度）
進んで創造的な表現を楽しむことがで
きる。

（発想や構想の能力）
材料をもとに表したいことを考えるこ
とができる。

（創造的な技能）
思いのままに体全体の感覚や技能を働
かせて表現することができる。

（鑑賞の能力）
かいたり，つくったりしたものを見る
ことに関心をもつことができる。

10

ごちそうパーティーをはじめよう！
みてみておはなし

8

11

クルクルまわして
はこかざるんるん
でこぼこはっけん！ 8

12

はこでつくったよ
のってみたいないきたいな

6

２
学
期

9

コロコロシャカシャカぺったん
やぶいたかたちからうまれたよ
いろいろなはこから 6

　低学年の図工では，自分の思いを体全体で表現できることをめざしています。自然の草花や土や砂，
粘土，身の回りの廃材などなんでも使って自主的に作ったり，かいたりする活動をできる限り誉めるよ
うにお願いします。また，材料集めにも協力をお願いします。

6
　学習時の態度，学習用具の準備など
話し合い活動，発表，ワークシート，
作品など

3

えのぐをうつしたかたちから

4

総授業時数

３
学
期

1

どんどんならべて
コロコロゆらりんかみざらコロコロ

6

2



月 単元名（学習すること） 時数 学習のねらい

到達目標

評価の方法

102

お
う
ち
の
人
へ

第１学年　体育科

七尾市立和倉小学校

１
学
期

4

体つくり運動
鬼遊び

6

　心と体を一体としてとらえ，適切な
運動の経験と健康・安全についての理
解を通して，運動に親しむ資質や能力
を育てるとともに，健康の保持増進と
体力の向上を図り，楽しく明るい生活
を営む態度を育てる。

5

かけっこ・リレー（走の運動遊び）
表現・リズム遊び

12

6

鉄棒遊び（器械・器具を使っての運動遊び）
ボール遊び〈ボールゲーム）

12

7

浮く・もぐる遊び

6

ボール蹴りゲーム
幅跳び遊び（跳の運動遊び）

（関心・意欲・態度）
約束やきまりを守り，健康安全に気を
つけ，協力して運動することができ
る。
（思考・判断）
めあてをもち，活動の仕方やきまりを
工夫して運動することができる。
（運動の技能）
自分のめあてをもち，各種の運動に応
じた技能を身につけることができる。

10

マット遊び（器械・器具）
かけ足

12

11

固定施設遊び（器械・器具）
ボール投げ（ゲーム）

12

12

とび箱遊び（器械・器具）
表現遊び

9

２
学
期

9

用具を操作する運動遊び
幅跳び遊び（跳の運動遊び）

9

　体育の学習の第一歩は，服装や用具の準備です。体育のある日には，体操服や赤白帽の準備ができて
いるか一声かけて確認をお願いします。子どもの体力・運動能力の向上は学校の授業だけで十分伸ばさ
れるものではありません。ご家庭での生活習慣や運動の習慣にも気をつけてください。

9
　学習中の態度，発言，学習用具の準
備，服装，行動，自己評価相互評価，
運動能力の測定など

3

力試しの運動遊び
ハードルリレー

6

総授業時数

３
学
期

1

なわとび（用具操作）

9

2



月 資料名 指導内容 時数 学校の重点目標

低学年の重点目標

34

お
う
ち
の
人
へ

第１学年　道徳

七尾市立和倉小学校

1
学
期

4

・たのしいがっこう
・うまれたてのいのち

2

　基本的な生活習慣や社会
生活上のル－ルを身につけ
させ、善悪の判断力を育て
る。

5

・ありがとう
・ゆうたのへんしん
・あいさつ 3

6

・なにをしているのかな
・ぞうさんとおともだち
・あとかたづけ
・はしのうえのおおかみ

4

7

・もりのぷれぜんと
・なんていえばいいのかな

2

10

・かぼちゃのつる
・どんなあいさつをしますか
・どうぶつふれあいひろば
・学校へいく　とき

4

11

・かずやくんのなみだ
・ぼくは小さくてしろい
・にんじんばたけで
・おおひとやま

総授業時数

A　個性の伸長
自分の特徴に気付くこと。

B　友情，信頼
友達と仲よくし，助け合う
こと。

C　規則の尊重
約束や社会のきまりを守
り，みんなが使う物を大切
にすること。

4

12

・おふろばそうじ
・二わのことり

2

3
学
期

1

・おかあさんのつくったぼうし
・やめろよ
・あなたってどんな人？ 3

2

・はしれ，さんりくてつどう
・ハムスターの赤ちゃん
・うつくしいわがし
・120てんのそうじ

2
学
期

9

・オリンピック・パラリンピッ
ク
・どうしてかな
・ひつじかいのこども
・そろっているけど

4

　子どもたちの豊かな心を育てる上で，家庭，地域の果たす役割は大きいものがあります。学校と家
庭，地域の協力が大切です。物事の善悪や人としてのあり方など折に触れて話してあげてください。

・Cよりよい学校生活，集団生
活の充実
・D生命の尊さ

・B感謝
・A節度，節制
・B礼儀

・A善悪の判断，自律，自由と
責任
・B友情，信頼
・A節度，節制
・B親切，思いやり
・C公正，公平，社会正義
・B礼儀

・C国際理解，国際親善
・C規則の尊重
・A正直，誠実
・C規則の尊重

・A節度，節制
・B礼儀
・D自然愛護
・C国際理解，国際親善

・C公正，公平，社会正義
・A個性の伸長
・A善悪の判断，自律，自由と
責任
・C規則の尊重
・A希望と勇気，努力と強い意
志
・B友情，信頼

・C家族愛，家庭生活の充実
・A善悪の判断，自律，自由と
責任
・A個性の伸長

4

3

・ゆっきとやっち
・うちゅうせんにのって

2

・C伝統と文化の尊重，国や郷
土を愛する態度
・D生命の尊さ
・C伝統と文化の尊重，国や郷
土を愛する態度
・B友情，信頼
・D感動，畏敬の念



月 単元名（学習すること） 時数 学習のねらい

到達目標

34

お
う
ち
の
人
へ

4

7

１学期を振り返ろう
「なかよし集会」のゲームをきめよう
楽しい夏休み 2

12

おたのしみ会をしよう
ストーブさんこんにちは
楽しい冬休み 3

11

気持ちのよいトイレにするために
「なかよし集会」を開こう
クラスのチャンピオンを探そう
そうじをがんばろう

4

（学級活動）
 日常の当番活動について責任を果たす
ことができる。また，係活動に進んで
取り組むとともに，活動を企画・提案
し運営することができる。
（児童会活動）
すすんで児童会活動に参加し，班会議
などで自分の考えを述べることができ
る。
（学校行事）
集団の一員としての自覚を持ち，友だ
ちと協力して行事に参加することがで
きる。

第１学年　特別活動

七尾市立和倉小学校

１
学
期

4

みんななかよし１年生
安全に気をつけて
おいしい給食 2

　望ましい集団活動を通して，心身の
調和の取れた発達と個性の伸張を図る
とともに，集団の一員としての自覚を
深め，協力してよりよい生活を築こう
とする自主的，実践的な態度を育て
る。

5

学級のめあてをきめよう
気持ちのよいあいさつ
じょうずなそうじ
楽しい運動会

4

6

歯を大切に
雨の日の過ごし方
図書室たんけん
プールよろしくね

10

楽しいコスモステーリング
目を大切に
読書大好き１年生
楽しいふれあい集会

4
２
学
期

9

「楽しかった夏休み」の発表会をしよう
楽しい２学期
係の仕事を工夫しよう
守れてるかな？学習のやくそく

3

　学級の中ではいろいろなトラブルも起こります。そんな時，どのように解決したらいいか，みんなが
気持ちよく過 ごすためにはどうすればいいかなど，自分たちで考えていく事こそ子どもたちの力になり
ます。おうちでも子どもたちの話を聞いたり，相談にのったりしてあげてください。

3

3

新1年生を迎える会に向けて
教室クリーン大作戦
大きくなったよ 2

総授業時数

３
学
期

1

３学期のスタート
係をきめよう
かぜの予防 3

2

心のおにをおいだそう
安全な過ごし方
思い出祭りについて


